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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、平
成
二
十
八
年
四
月一日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
は
農
地
の
集
積・集
約
化
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、新
規
参
入
の
促
進
に
よ
り
農

地
利
用
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
選
出
は
、議
会
の
同
意
を
経
て
市
長
に
よ
る
任
命
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。新
た
に

設
置
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、農
業
委
員
会
が
担
当
地
区
を
定
め
て
三
十
七
名

を
委
嘱
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
役
割
は
、農
地
を
守
り
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。農

地
の
貸
借
、売
買
、農
地
転
用
の
許
可
に
つ
い
て
は
総
会
で
判
断
し
ま
す
。農
地
利
用
状
況
調
査
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、担
い
手
へ
の
農
地
の
斡
旋
と
集
積
、新
規
参
入
の
促
進
等
、

新
体
制
に
お
い
て
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
協
力
が
必
要
で
す
。

静
岡
市
は
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
全
国
的
な
知
名
度
を
誇
る
茶
、み
か
ん
、わ
さ
び
を
始
め
葉

し
ょ
う
が
、い
ち
ご
な
ど
特
色
あ
る
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。農
村
は
、美
し
い
景
観
と
文
化
の

伝
承
と
いっ
た
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。新
農
業
委
員
会
で
は
静
岡
市
の
農
業
が
生
き

生
き
と
産
地
作
り
を
進
め
ら
れ
、新
規
就
農
者
の
受
入
れ
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
推
進
、女
性
農

業
者
の
活
躍
の
支
援
、中
山
間
地
域
に
人
々
が
集
ま
る
よ
う
農
業
の
現
場
の
問
題
を
幅
広
く
く
み

上
げ
た
意
見
が
反
映
さ
れ
る
活
動
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
、農
産
物
販
売
価
格
の
伸
び
悩
み
、野
生
鳥
獣
被
害
の
深
刻

化
、中
山
間
地
域
の
過
疎
化
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、農
地

を
守
り
、ど
の
よ
う
に
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
の
か
、将
来
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、共
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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岡
市
農
業
委
員
会

	
									

会
長			

西
ヶ
谷		

量
太
郎

新・農業委員会

平成28年度 №39

 

も
く
じ

２
～
３ 

新
農
業
委
員
紹
介

４ 

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
へ
行
って
み
よ
う

５ 

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク・農
コ
ン
開
催

６ 

農
業
者
年
金・全
国
農
地
ナ
ビ

７ 
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル・静
岡
市
農
地
賃
借
料
情
報

８ 
茶
共
済

スタート



2

　
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
公
募
又
は
推
薦
に

よ
り
、議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
に
任
命
さ
れ
た

二
十
名
の
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
に
は
、新
農
業
委
員
に
よ
る
総
会
が

開
催
さ
れ
新
役
員
を
決
定
し
、新
農
業
委
員
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
後
、三
年
間
に
わ
た
り
、農
家
の
代
表
と
し

て
地
域
農
業
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
み
、農
業

振
興
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
く
二
十
名
の
農
業

委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

委
員
の
紹
介

　
委
員
会
制
度
改
正
に
よ
り
委
員
の
業
務
量
が
増
え
責
任

も
重
大
で
す
。頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長

　
　
　

鈴す
ず
き木

　
茂し
げ
き樹

　
新
し
い
農
業
委
員
会
の
も
と
、農
地
を「
ど
う
活
か
す
か
」

を
主
眼
に
農
家
の
所
得
向
上
、地
域
の
活
性
化
、担
い
手
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

会
　
長

　
　
　

西に
し
が
や
ヶ
谷
　
量り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎

総
会
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　

德と
く
だ田

　
雅ま
さ
あ
き亮

　
静
岡
市
の
農
業
、農
家
が
活
気
づ
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
を
取
巻
く
状
況
が
厳
し
い
中
、地
域
の
農
業
を
守
り
、

地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

片か
た
せ瀬

　
正ま
さ
み
ち通

　
静
岡
市
の
農
政
活
性
化
の
た
め
に
も
、毎
年
増
え
続
け
て

い
る
耕
作
放
棄
地
を
少
し
で
も
減
ら
す
事
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。 大お

お
よ
し吉

　
滿み
つ
る

総
会
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　

望も
ち
づ
き月

　
光み
つ
じ
ゅ壽

　
農
家
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
の
進
む
中
、年
々
増
え
る
遊
休

農
地
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
様
、努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
と
し
て
の
責
務
を
自
覚
し
、公
平
公
正
な
判
断

の
も
と
、そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大お
お
つ
か塚

　
師み
ち
て
る輝

　
地
域
農
業
の
発
展
を
図
り
、農
地
の
保
全
に
少
し
で
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

漆う
る
し
ば
た畑

　
光み
つ
の
り則

　
新
任
委
員
で
す
。市
街
化
区
域
と
の
谷
間
の
農
業
の
維

持
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊い
と
う藤

　
彰あ
き
ら

　
Ｊ
Ａ
の
立
場
か
ら
、農
地
保
全
、農
地
振
興
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

池い
け
だ田

　
省し
ょ
う
い
ち一

農業委員会だより
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農業委員会だより

　
農
業
を
取
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
す
る
中
、地
域
と
連

携
を
もって
希
望
の
も
て
る
農
業
へ
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀧た
き

　
幸ゆ
き
お雄

　
地
域
農
業
の
発
展
と
農
地
の
保
全
に
役
立
て
る
よ
う
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴す
ず
き木

　
長ち
ょ
う
い
ち一

　
農
業
委
員
会
法
の
改
正
が
本
会
に
求
め
て
い
る
在
り
方

を
良
く
理
解
し
、職
務
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴す
ず
き木

　
壽す

み

こ
美
子

　
限
り
あ
る
農
地
を
有
効
に
活
用
し
、安
全
で
安
定
経
営
の

で
き
る
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て
、前
進
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 望も

ち
づ
き月

　
順よ
り
こ子

　
優
良
な
農
地
維
持
の
た
め
に
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
協
力
し
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 齋さ

い
と
う藤

　
恭き
ょ
う
い
ち市

　
農
業
委
員
３
期
目
と
な
り
ま
し
た
。農
業
振
興
に
関
わ
る一員
と

し
て
、一層
努
め
励
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐さ
と
う藤

　
操み
さ
お

　
農
家
の
減
少
と
高
齢
化
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
、さ
ら
に
鳥

獣
被
害
等
の
難
問
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。農
家
の
立
場
で

活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

都み
や
こ
だ田

　
琢た
く
み已

　

所
得
減
少
に
よ
り
農
家
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

他
の
企
業
と
同
様
、消
費
者
動
向
に
合
う
農
産
方
法
を
皆

で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

牧ま
き
の野

　
正ま
さ
あ
き昭

　
地
域
農
業
が
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、地
元
が
少
し
で
も

前
へ
進
め
る
様
、力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松ま
つ
な
が永

　一か
ず
お雄

　
農
家
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
方
の
お
力
を
お
借

り
し
て
、農
地
の
保
全
と
共
に
、地
域
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

堀ほ
り
こ
し越

　
隆た
か
ま
さ正



農地パトロール（利用状況調査）を行います
農業委員会では遊休農地の状況などを把握するため、市内のすべての農地を対象に農地パトロール

（利用状況調査）を実施します。

調査期間　平成28年8月から平成28年１０月頃まで

〇耕作放棄されている農地の調査

〇遊林農地への不法投棄、病害虫の発生防止及び
　解消対策

〇農地の違反転用発生防止対策

調査のため、農地利用最適化推進委員や地区補助員などがお話を伺い、農地へ立ち入ることがありますが、ご理

解ご協力をお願いいたします。

農地は食料の生活基盤である大切な財産です。農地をお持ちの方は草刈り、除草等を行い適正に管理していた

だきますようお願いいたします。

4

ひまわり祭り in 蒲原 を開催します！

トウモロコシの播種・収獲体験会やります！

【日時】	７／23（土）【雨天の場合	７／24（日）】	10：00～15：00
【場所】	アグリチャレンジパーク蒲原西エリア（農業体験広場）
	 ※詳細はグーグルマップで確認できます。

【播　　種】	 ８月13	日（土）10：00～
【収　　獲】	 10	月29	日（土）10：00～
【場　　所】	 アグリチャレンジパーク蒲原西エリア（農業体験広場）
【内　　容】	 トウモロコシの播種及び収穫の両方を体験していただきます。
	 ※収穫のみの体験はできません。
【費　　用】	 一組あたり500	円（トウモロコシ10	本収穫）
【対　　象】	 市内に居住し、播種・収穫ともに参加できる人200	組
【申込方法】	 市コールセンター（☎054－200－4894）へ電話にてお申込みください。
	 申込み期間	７月１日（金）～22	日（金）まで（多数抽選）

イベント
情報

農業委員会だより

アグリチャレンジパークへ
行ってみよう

☆当日は新規就農研修生及び静岡市認定農業者協会の方々等
　による農産物の販売を予定しています。

畑一
面のひ

まわりから
元気をもらえます！

是非、一
度お越しください！

静岡市農業政策課 農業支援係  ☎０５４－354－2085お問い合わせ

【日　　程】 平成28年8月21日（日）
【時　　間】 10:00～14:00
【場　　所】 静岡市農協 本店（静岡市駿河区曲金5丁目4番70号）
【内　　容】 地元産の食材を使ったそば打ち婚活
【対 象 者】 ①市内で農業を営む独身男性 25歳～49 歳まで16名
 ②農業に興味のある独身女性 25歳～49 歳まで16名

【会　　費】 2,000 円
【申込方法】 市コールセンター（☎０５４-200-4894）へ電話にてお申込みください。
 （応募多数の場合は抽選）

【申込期限】 平成28 年7 月1 日（金）から平成28年8月9日（火）まで
【お問い合わせ】 静岡市農業政策課 農業支援係
 電話 054-354-2086 FAX 054-354-2482
 e-mail nougyouseisaku@city.shizuoka.lg.jp
「農コン」に、ご興味を持っていただいた方は、ぜひご参加ください。
お知り合いに独身の農業者の方がいらっしゃる方は、ぜひお声かけをお願いします。
男性農業者の積極的なご参加をお待ちしております。８組目はあなたです！
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農業委員会だより

アグリチャレンジパーク蒲原とは…

新規就農者向け研修ほ場、市民向け農業体験

広場、芝生広場の３つからなる静岡市の農業

研修・体験施設です。

昨年の収穫風景

市民農園では体験できないビジネス感覚の農業が体験で

きる場となっています。

新規就農に向けて基礎的な農業技術の習得ができます。

静岡市農業政策課 農業支援係  ☎０５４－354－2085

これまで７組のカップルがご結婚されています

お友達からでもいいですね☆

開催します！
【日　　程】 平成28年8月21日（日）
【時　　間】 10:00～14:00
【場　　所】 静岡市農協 本店（静岡市駿河区曲金5丁目4番70号）
【内　　容】 地元産の食材を使ったそば打ち婚活
【対 象 者】 ①市内で農業を営む独身男性 25歳～49 歳まで16名
 ②農業に興味のある独身女性 25歳～49 歳まで16名

【会　　費】 2,000 円
【申込方法】 市コールセンター（☎０５４-200-4894）へ電話にてお申込みください。
 （応募多数の場合は抽選）

【申込期限】 平成28 年7 月1 日（金）から平成28年8月9日（火）まで
【お問い合わせ】 静岡市農業政策課 農業支援係
 電話 054-354-2086 FAX 054-354-2482
 e-mail nougyouseisaku@city.shizuoka.lg.jp
「農コン」に、ご興味を持っていただいた方は、ぜひご参加ください。
お知り合いに独身の農業者の方がいらっしゃる方は、ぜひお声かけをお願いします。
男性農業者の積極的なご参加をお待ちしております。８組目はあなたです！

～農
の う

コン～H28年度
第１回 

昨年８月にオープンしました！

お問い合わせ



農地台帳記録事項の一部情報提供について(お知らせ)

農業委員会だより

(加入要件) 	●６０歳未満　

	 ●国民年金の第１号被保険者　　　　　　　　　　

	 ●年間６０日以上農業に従事する方

	 		農地を持っていない農業者や、配偶者や後継者などの家族従事者も加入できます。

(保 険 料)		月２万円～６万７千円の間で千円単位で選べます。

(保　　証)		年金は生涯支給されます。

(節　　税)	公的年金ならではの税制上の優遇措置があります。

	 支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税に

	 つながります。

現況届の提出は　平成２８年６月１日（水）～６月３０日（木）まで

現況届が変わりました

　農業者年金の経営移譲年金を受給中の方は表面『１．支給停止事由等に該当していないことの
自己チェック欄』へ記入が必要です。

　農業者年金基金から届いた現況届に必要事項をご記入の上、郵送または農業委員会事務局の窓口へ

提出をお願いします。提出を忘れてしまうと年金の支払いが差し止めとなりますのでご注意ください。

	

　農業委員会では、遊休農地の解消と農地の利用集積を図り、農地活用を進めるため、平成２７年

４月１日から、農地台帳の記録事項の一部について、農地情報の「閲覧」と「記録事項要約書交付」

を窓口で行っています。

インターネット『全国農地ナビ』においても、農地情報や地図情報の提供を行っています。

『全国農地ナビ』http://www.alis-ac.jp/

～農業者年金に加入しませんか～

～農業者年金受給者の方へ～

〒420-8602
静岡市葵区追手町５番１号　静岡市農業委員会事務局（静岡庁舎16階）

提出先及び
郵送先　
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☎０５４－２２１－１４８３
☎０５４－２２１－１１４０

静岡市農業委員会事務局　農政係
　　　　　　　　　　　　農地係

お問い合わせ



農業委員会だより

農地パトロール（農地利用状況調査）を行います
農業委員会では遊休農地の状況などを把握するため、市内のすべての農地を対象に農地パトロール

（農地利用状況調査）を実施します。

調査期間　平成28年8月から平成28年１０月頃まで

〇耕作放棄されている農地の調査

〇遊林農地への不法投棄、病害虫の発生防止及び
　解消対策

〇農地の違反転用発生防止対策

　調査のため、農地利用最適化推進委員や地区補助員などがお話を伺い、農地へ立ち入ることがありますが、

ご理解ご協力をお願いいたします。

　農地は食料の生活基盤である大切な財産です。農地をお持ちの方は草刈り、除草等を行い適正に管理してい

ただきますようお願いいたします。

　平成27年1月から12月までに締結（公告）された賃借権における賃借料水準（10a当たり）は、以下のとおり
になっています。

※１ データ数は、集計に用いた筆数です。
※２ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※３ 「（参考）静岡市平均」の平均額は、各地域の平均値をデータ数
　　　により加重平均した値です。
※４ 中山間地域の対象地区は下記のとおりです。

〈葵区〉
井川、梅ヶ島、大河内、玉川、大川、清沢、松野、足久保、中藁科、
南藁科、服織西、賤機北、賤機中、北沼上

〈清水区〉
両河内、小島、庵原、由比

１　田（水稲）の部

２　畑（普通畑）の部

３　畑（茶畑）の部

４　畑（茶畑以外の樹園地）の部

平成27年  静岡市農地賃借料情報

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
葵区 9,300円 15,000円 5,000円 36件
駿河区 12,100円 15,100円 10,000円 22件
清水区 ―― ―― ―― ――件

葵区中山間地域 8,600円 13,200円 6,000円 15件
清水区中山間地域 ―― ―― ―― ――件
（参考）
静岡市平均 10,000円 73件

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
葵区 23,500円 52,200円 9,400円 27件
駿河区 10,900円 11,300円 10,500円 2件
清水区 16,000円 88,700円 15,000円 180件

葵区中山間地域 11,800円 17,600円 5,000円 30件
清水区中山間地域 20,000円 20,000円 20,000円 1件
（参考）
静岡市平均 16,300円 240件

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
葵区 8,900円 13,400円 4,500円 57件
駿河区 3,400円 4,100円 3,000円 6件
清水区 8,500円 10,300円 5,000円 13件

葵区中山間地域 7,000円 11,000円 3,000円 147件
清水区中山間地域 6,200円 10,000円 2,400円 18件
（参考）
静岡市平均 7,400円 241件

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
葵区 13,500円 15,000円 12,800円 3件
駿河区 48,800円 48,800円 48,800円 2件
清水区 21,200円 86,900円 4,200円 338件

葵区中山間地域 7,800円 8,500円 7,000円 7件
清水区中山間地域 20,200円 30,000円 7,400円 154件
（参考）
静岡市平均 20,800円 504件
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静岡市農業委員会事務局　　 農地係　☎054－221－1140お問い合わせ
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茶 共 済
《災害収入共済方式》

  ◎どんな保険？

凍霜害などのすべての自然災害から、あなたの手取り収入の減収を補償します。

国が掛金の５５％を負担しています。（掛金は税金控除対象となります）
（平成28年度は残り45％の半分を市が助成します。）

  ◎加入する条件　

5ａ以上栽培しており、収穫した生葉（荒茶）を概ね全量茶工場（ＪＡ）等に出荷しており、

過去5ｶ年のデータがあること。

  ◎掛金は？

平均手取り収入100万円の場合、補償額80万円に対し	掛金は１２，０００円です。
（市の助成で半額の６，０００円になります。）

※上記の金額に事務費がかかります。また、上記掛金は平成28年産の例です。

 

例年、掛金以上に共済金を
お支払できています。

掛金・支払共済金の推移

一番茶の減収をNOSAIが補償します！

静岡県中部農業共済組合 清水支所 ☎054－345－0162
静岡市役所 農業政策課 お茶のまち推進係 ☎054－354－2089

お問い合わせ
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